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 バ ル ク 乳 検 査 で 摘 発 し た 牛 ウ イ ル ス 性 下 痢 症 持 続

感 染 牛 （ P I 牛 ） 発 生 農 場 対 策             

： 伊 那 家 保  平 野 皓 己  

 

2 0 2 0 年 6 月 、P I 牛 の 摘 発 を 目 的 と し た バ ル ク 乳 全 戸1  

検 査 で A 農 場 の 陽 性 を 確 認 。ヨ ー ネ 病 検 査 余 剰 血 清（ 42  

月 採 血 ）等 を 用 い て 、全 頭 B V D V 抗 原 E L I S A 検 査（ 以 下 、3  

E L I S A ） を 実 施 、 1 頭 陽 性 を 確 認 。 3 週 間 後 の 検 査 に よ4  

り 、 P I 牛 と 確 定 し 淘 汰 。 本 牛 は 2 0 1 9 年 1 2 月 に 北 海 道5  

よ り 導 入 。 対 策 の 1 つ と し て 、 本 牛 と 同 居 し た 妊 娠 牛6  

産 子 に つ い て E L I S A を 実 施 中 。 2 0 2 0 年 1 2 月 ま で に 57  

頭 P I 牛 を 摘 発 淘 汰（ 4 6 頭 中 ）。検 体 は 耳 片 採 取 器（ Z e e  8  

T a g ： Z  t a g 社 製 ） を 用 い て 採 材 。 耳 片 採 取 器 は 農 家 で9  

も 簡 便 に 取 り 扱 え 、 検 体 は 冷 蔵 ・ 冷 凍 保 存 が 可 能 。 本1 0  

例 で は 週 に 1 度 程 度 、 A 農 場 に 出 向 い て 検 体 を 回 収 。1 1  

出 生 毎 の 採 血 と 比 較 し 、 保 定 等 の 農 家 負 担 や 家 畜 保 健1 2  

衛 生 所 の 人 的 負 担 が 軽 減 。ま た 、摘 発 さ れ た P I 牛 の 遺1 3  

伝 子 型 は 全 て 2 型 で あ っ た が 、 中 和 試 験 に よ り 1 型 の1 4  

抗 体 価 上 昇 も 確 認 。 A 農 場 で は 本 例 以 外 に も B V D V の 侵1 5  

入 を 示 唆 。導 入 牛 の B V D 検 査 、定 期 的 な ワ ク チ ン 接 種 、1 6  

バ ル ク 乳 検 査 等 の 重 要 性 を 認 識 。  1 7  


